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ポスト共産主義期のルーマニアに林立し始めた奇妙な御殿。いつしか
人々はそれを「ロマ御殿」と呼ぶようになった。アジア建築にも似た
豪奢なその建物に住まうのは，ルーマニアで長らく差別と迫害を受け
てきた少数民族ロマであり，その中でも最も移動性が高く，戦前から
金属加工にたずさわってきたカルダラリ・ロマである。第二次世界大
戦時，彼らの多くはトランスニストリアへの強制連行と強制労働で命
を失った。戦後，トランスニストリアから引き揚げマイナスから出発
した彼らだったが，金属市場の高騰を受け急速に蓄財をなしとげた。
彼らの御殿には異なる建築様式が折衷され富を誇るが，建築途中で放
置され剥き出しになった階段やベランダも存在し，敷地の一角にはス
クラップが散乱する。家族の遺品が普段使われない部屋にひっそりと
納められる一方で，未来の客人や子どもたちのために未使用の部屋も
ある。本報告では，語られない過去と饒舌なまでの未来の期待を含み，
異なる空間的要素が組み合わさる一見ちぐはぐなロマの住居を，彼ら
の現在進行形のアーカイブとしてとらえてみたい。

14:30-16:302月18日（火）
会場：芸術資源研究センター｜参加無料・事前予約不要

問い合わせ先：京都市立芸術大学芸術資源研究センター事務局　TEL : 075-334-2217　Mail : arc@kcua.ac.jp　http://www.kcua.ac.jp/arc/
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